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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
安全衛生対策には
根本的対策、工学的対策、管理的対策、そして最後に保護具による対策の4種類があります。
効果が最も高いのはやはり根本的対策であり、最も小さいのは姑息的対策である保護具による対策です。
安全第一の観点から見れば、根本的対策や工学的対策が最優先されるべきですが、
多くの場合に根本的対策や工学的対策は高額な資金が必要となり、容易には対策できません。

そのため多くの作業現場では次善の策として管理的対策や保護具による対策が実施されます。
命を守るためには、次善の策であり、十分な対策では無い事を認識した上で保護具を適切に使用することが大切です。
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